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論 文 内 容 の 要 旨  
 
Daimyo gardens of the Edo period were created with an in-depth consideration of visual qualities. 
However, high-rise buildings, resulting from urbanization phenomena, have surrounded the gardens 
which became a problem in terms of heritage garden preservation. This study was conducted to reveal 
high-rise buildings’ effect on daimyo gardens’ visual qualities in human perception with the case of 
Hama-rikyu Gardens in Tokyo. 
A sequential mixed method was used in the study. Expert interviews were carried out in the 
qualitative phase whereas three in-situ surveys were conducted with the garden visitors in the 
quantitative phase. Overall findings presented the negative effect of high-rise buildings on the 
garden’s scenery as there was a consensus between the experts and the visitors whose perceptions 
pointed out for a necessity of heritage garden conservation plans.   
                   
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
本論文は浜離宮庭園の周辺に林立する超高層ビルの景観への影響の評価に関して研究したものである。
本論文は平成 31年 1月 8日に提出され、その後上記 4名の審査委員により論文の内容および構成等の観点
から慎重に審査された。 
平成 31年 1月 24日に、公開論文発表会（20名出席）を開催し、論文の発表と論文内容に関する質疑応
答を行った。発表会の後に審査会を開催し、以下の結果を得た。 
本論文は以下の点が学術論文として評価できる。超高層ビルが新しい借景として評価できるかどうかを、
景観評価に関する理論を丹念にレビューし、比較検討した上で、理論構築を行い、それをあてはめて分析
した点に新規性がある。また現地にて外国人観光客を含めて多様な層に意識調査を実施し、統計的処理を
使い、それら評価主体の層の違い、視点場や視角、また背後のビルの有る無しのモンタージュの構成の違
いなどで景観評価の傾向を明らかにした点が評価できる。 
論文の構成もきわめて明快な論理構成となっている模本的な論文と評価された。ただし、結論部分に本
研究で明らかになった内容と、そこから発展させて述べている提案とをより明確に区分して書くように示
唆された。これは本文にてその区分がされているが、より明確に行うことを指示し、その修正確認を行い、
学位論文に値すると判断した。 
以上より申請者が博士（学術）の学位に値する専門分野における学識を有すること、および外国語につ
いても英語の論文の執筆、発表についても英語能力が高いことが証明されている。さらに、本論文の内容
に関する論文が［ Civil Engineering and Architecture,2018, 6(3) 136-148. City Territory and 
Architecture,2018, 5:3,Spriger Open,   Environmental Behavior Proceeding Journal, 3(8), 97-105］.
と、３編が公表されていることを確認した。 
